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F．W．　Besse1略傳
　　　　　　（II）
　　　北　條理人
　氏が天文への第一歩をふみ出されナこεころまでを既に蓮べましf，我々
が氏の勉學に封して大いに敬服する貼は勿論澤山ありますが，我々は先づ
第一に氏の勉學に封ずる眞面目な態度に奪敬の意を表します．二十世紀の
世に生活して，徒らに欺洲大戦後の浮華な風に染み，所謂モガ，モボ式氣
風で勉強してみる我々は大いに反省すべきであります．形式的に出校に出
席して，徒らに授業料ε修業年限Sを室費して，一片の卒業謹書を得て，
修學の後園に成れりε考へるのは，虚病の基本を浸却しナこものでありませ
う．學校では出來るだけ不勉強をして置きながら，うちへ蹄へつては，學
校では非常に眞面目に勉強して居ナこミいつはって母に小使銭をねだる中學
生や女學生は甚だ御目出度い人間であります．そんな御目出度い人間の母
親もまた大抵は御目出度い良妻賢母，二十世紀の典型であるでもありませ
う．
　さて氏が天文への第一歩をふみだされナこその眼前1二大きな困難が横って
居ましt．勿論モガ，モボの「安贋な懸愛」なさの困難ミは全然性質のち
がつナこものでした．氏はGymnasiumを牛途退學されたので鰍學の素養が
ほミんさありませんでしk．天文學には勿論数學が必要であります．氏が
此の前途に三って居ナここの撒繰上の困難を極く短期間にしかも猫學で除去
されたこεは我々の深く嘆賞すべきこミでありませう．「圓い頭に四角，三
角はいらない．」なさミ言って数學の勉強をおろそかにする人々が多くある
襟に思はれます．GymnasiUm在學時代に氏は幾何學の極く初歩だけを教
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はりましたが併し氏は幾何學にはほεんさ興味を感せす，從って撒學εは
さんなものかミいふこミを殆んE“知らす，未だ藪學的才能を表はしません
でした．しかしながら氏の藪學的才能は今やその獲揮の機會に到達しまし
た．氏が偉大な藪學者ミなる様になったその第一歩がふみ出されkのであ
ります．人間の偉大な才能も，もしも適罪な機會を得ないε，埋木の花さ
くこミもなく．また荒玉の光さしそうこミもなく，永遽に爽揮されすに終
はるのかも知れません．當時の氏の撒學に關しての勉強は勿論不規則な勉
強でした．この数學の勉強ご同時に氏はZach氏の「Monatliche　Korre－
spondenz」及びBode氏の「Das　astronomische　Iahrbuch」を護みました・
それから：Lalande氏の「Lehrbuch　der　Astronomie」を讃みましナこ・この
最後のは天文學の仁多書であり，初めの二つは定期刊行物であります．遊
星の週期に關するボーデの法則はよく知られfこ法則であるこミをちよつε
附け加へて置きます．氏はこの定期刊行物に依って天文十全腿に渡っての
綜括的抱握を企て，この教科書によって天文學の基礎概念を精確づけるこ
εを企てましナこ．つまり當時の氏はあちらから一部分の，こちらから他の
一部の知識をよせあつめて來ました．そしてそれらの一一天文に賑しての
一部分部分の知識を綜合して，まεまった知識を得ました．この様な勉
強方法は着時の氏にεつて唯一の方法でありました．そして氏は實地に鷹
用されうる方面のみを，實地についてか或は讃書によってかして，圭霊し
て學びましt．氏は學そのものを學んだのでは決してありませんそれ故
氏の晩年に於いての天文學の知識も，もしも氏が天文學のあらゆる部門を
長年月に渡って研究しなかったミ假興しますε，訣鮎だらけのものであっ
ナこかもしれません．しかしながら，學そのものを決して學ばないミいふ方
法でやって行きました氏は，長年月の間聖心に天文の各部門を研究しまし
た．そしてそれらの各部分の研究が必然的にその相互間の關係の研究を必
要づけ，二って各部分各部分についての氏の知識が，この長年月の間にう
まく統一，綜合，把握されて軍なる個々の知識が一つのge　NSしての認識へ
εかはり，晩年に於ける氏の天文に關する知識は軍なる知識ではなくて天
文學εしての立派な認識でありましね
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　　1）er　Weg　jeder　Wissens¢hart　muss　mit　der　Zeit　von　blossen　Kenntnissen　zu
Enkenntnissen　fuehren．　Kenntnisse　beziehen　sich　lediglich　auf　die　Phaenome，　Erke－
nntnisse　auf　deren　verborgene　Ursachen．　XVir　muessen　aus　den　astromischen　Erke－
nntnissen　das　astronomische　NVeltbild　machen・
　天文への第一歩を醜しtこ七時の氏はなるほさ天文に諭する色々な本をよ
みました．しかし切場の氏はこれらの本を學問的に研究したのではありま
せん．te　S“それらの本のうちにかいてある結論をてつεりばやく拝借する
Sいふやりかたでした．そして氏は熟達に天文を勉忙して行きましt．そ
の結果は勿論氏にεつて連想外でありました，なんざなればその遺時氏は
將來自分の職業εして天文を研究しやうSは夢にも思って居ませんでしナこ
から．ナニX“氏自身のなぐさみのために天文に關する個々の知識をよせあ
つめて，そしてそれらの断片的知識の集合を實地に鷹用するこミを考へて
居ました。「自己は自己の凝議の開拓者である」ミいふこεばがある由であ
ります．しかしながら「唯物i緋謹法の哲學」はこのこミばに翻して，断然た
る否定を教へるミかいふこミであります．これまで述べてきましナこミころ
によりますE．氏ははたして自己の蓮命を氏自身で開拓されたのでしょう
か學問の獲展Eか個入の業績なさεかも，唯物史観の立場から考察批判
されるべきではありますまいか。
　氏のその後の生活に重大な影響をあたへt人はOlbersでありましt．
Olbersは氏に實地貸文學研究の職をあたへました．01bersは：Bremenの亡
者であって，天文を好きで勉強して居ました．しかしtl　X“すきでなぐさみ
牛分にやってみたのにもかNはらす，天文學に關してのOlbersの知識は
明瞭，精確であって，Bremenの科七並に於いて重要な地位をしめて居ま
した．彼一〇lbers一はBeremenにすこし前に建設された博物館でしば
しば科學講義をしてゐました．氏は彼の講義に注意をひきつけられ，そし
て彼のこの講義が氏ざ彼のε間をεりもって，爾入の個入的親交の端緒を
つくりましナこ．’さて氏はBodeのJahrbuchのなかに1607年にあらはれナこ彗
星に堕してのHarhot及びTorporleyの観測結果が記述さ．れて居るのを月
出しましナこ．この1607年の彗星は，氏の時代には「ハv一彗星」ε呼ばれて
居ましtこ．ニケ年間の努力の結果天文に幽する氏の知識は非常に進み，その
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結果これらの観測を整理するだけでなしに，もつミつきすxんでこのi彗星
の軌道を計算するこεが出來る様になって居ましナこ．この彗星の軌道計算
に於いて氏の前丁丁はLalande及び彼01bersでありましナこ．ミくに，「彗星
の軌道決定に關する最も土焼な方法」に關する彼0）論文は・此の軌道計算上
に大いに役立ちました．この彗星の軌道計算に關する氏の研究が氏ε彼S
を相接燭させナニ第一のものであります，EPち1607年の彗星の軌道計算を完
了しナこεき，氏はそれを紙に書き，それを九つさへて彼を訪問しようEし
ました，そのこきゆるゆるミ通りを通って居る彼を見出し，さっそく大い
そぎで追付き，そして天文のとについて御たつねさせていtt　S“きたいご彼
に申しでました．彼は心持よく氏の願をきNいれそして約一時間ばかり氏
の質問をきN，それから氏が行った計算をうけ霊りましk．このこミがら
は氏が20歳のεき邸ち1804年7月28日に起りました．その日は丁度土筆日
でありました．その翌日即ち帳場の休日である日曜に氏は氏が昨日彼に贈
った氏の計算について，さんな返事がくるだらうかミ：心配して，氣が落付か
なかったから湛方へ散歩へε出かけました．そして夕方になってから散歩
から蹄ってきましt．鋸ってきて驚いたこεには，彼から手紙ミ澤山の本
εが氏へあて唄曾くってあるこミでありました，その手紙には次の様な意
味のこミがかいてありまし7．
　，，1607年の彗星に關するあなたのすぐれナこ研究を拝見して非常にうれ
　しく感じます．この研究はあなたが天文及び藪下について豊富な知識
　を御持ちになって居るミいふこミを十分に立野し，その上に，天文の
　計算の最も困難な部分に於いてあなkの卓越的な才能を嚢揮して居る
　ばかりでなく，あなたのこの研究そのものが私にざつて非常に興味あ．
　るからであります．………・…・・……………………・……・・…………・…・・
　あなたのこの研究はHarriotの観測から何が結果づけられるべきであ
　るかεいふこεを示す鮎に於いて非常に重要であるε思はれます．そ
　れ故あなナこの論文をZachの出して居る維誌叉はBodeの出して居る
　雑誌に叢表したいS思ひますから，さうか雑誌上での七三を御許し下
　さい．………：・…・………………………・■■……………………………・・…・
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　あなたがまだ二二みになって居ない本が丁度私の手許にありますから，
　献上いたします層……………・…．’………………．●●……………”…’……
　あなナこの天文の計算に感謝します．そして吹に回るべき機會に於いて
　あなたの計算を使用させていlt　N“きます．……………………………”
　若干の増訂正をうけてから，氏の論文はZachが出して居るMonatliche
Korrespondenz誌上に嚢表されましナこ．その論文に彼は次の襟な序文を附け
加へましナこ．
　，，傑出した二二をもつた青年天文二者をこSに讃者諸賢に紹介する
　の榮を得たこミを深くよろこぶ次第であります．この青年天文學者は
　Friedrich　Wilhelm　Bessel　E申し，まだ非常に春秋に富んで居ます，
　しかし悲しいこミには，目下旧地第一流の商館に奉職中であって，專
　心天文學の研究に忌事するこSが出來ません．讃者諸賢がこの論文を
．御護みになって，御認め下さるでもありませうεころの，この偉大な
　才能をいkづらに商務のナこめに朽ちはてさせるのは，學界のため大い
　に悲しむべきこSであります．”
　彼Olbersは天文用の二つの小さな表を計算する様に氏へ要求しました．
この表のために氏は何等その公式を誘導するこεなしに，必要な公式を取
扱ひました．これらの公式に全然ちがった形をあたへるこミは，計算の上
に非常に必要でしk．氏はこれらの公式の韓換を李氣でさつさεやっての
けました．このこεは氏が問題の核心をうまくつかんで居るばかりでなく
公式の取扱ひに非常にすぐれた才能をもつて居り，そして公式を實地の計
算に適用するのに卓越した技能をもつて居ナここεを示すのに十分でありま
す．
　ハンザ同盟の一都府一Bremen一の一一商入εして，將來の遠洋航海を
實現しょうεつミめて居た氏は，航海中の船は天艦観測によってその位置
を知るこミが二二るSいふこεを考へて居ましたこεは翫に述べましt．
この航海中の船がその位置を知り得るεいふこεを實地に行ふために氏は
彼の許で鏡セックスタンbで観測を行ふ機會を十分に得ました．まkこの
セツクスタント観測に必要な時刻観測も同時に行ひました．この鏡セツク
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スタントは航海中の船で使用するには，何よりの機械でありましtc．併し
ながらOlbersご接近した氏は，新しい天文知識を得ナこいミ考へました，師ち
先づ第一に彗星に回しての研究に耽り出しましたから，天正力學に關する
精密な知識部ち天艦の二言を支配する自然法則に記する精確な知識を得た
いεいふ慾求が生じました，そこで彼はLaplaceの大著「M6canique　c61este」
の研究にεりカ’・りました．これは實に驚嘆すべきこミであります．しかし
ながら妄しいこミには氏は當時高等二二についてはあまりしりませんでし
ナこ、從ってこの大著を理解するεいふ氏の大望は二時では達せられません
でしナこ・t，氏は氏の計企が無謀すぎるミいふこミをさミつて，微分學，積分
學及びその他の高等眠病の研究にεりカINりました．非常な努力ε面心ε
によって高等藪學を修めてから，まナこ「M6canique　c61este」の研究にεり
かNりました．この研究は非常に困難でありました．一つの關所を越すS
すぐ次の關所が眼前に横って居って，勉強がはかさりませんでしナこ．いく
らよんでもてんで理解出鼻ないミ思はれた鮎もしばしばありましナこ．しか
し氏はこの難民の前にちぢみあがるEは決してなく，幾回も幾回も繰返し
てよみ，いよいよわからないεころはしばらくそのまNにしてすXみ，後
になって，前にそのましにして置いナこ黙について書いてあるεころが出て
くるε，前の揚面こ後の揚合ミをひきくらべ，そしてまへにわからぬまs
にしてあったミころをよく考察しました．斯様にして研究して行きました
から，だんだんにたやすく理解できる様になり，そしてLaplaceのM6ca－
nique　c61esteの始めの二二を讃破するこSが二二ましナこ．初等二二から高
等撒學への過渡は非常に困難であります．高等二三を修めてそれからしa－
placeの「天膿力學」を讃破するのは，初等藪學から高等藪學へうつるのよ
りももつSもつE困難でもありませう．氏の様な偉大な天才Sしかも偉大
な努力家であって始めて回気な偉大な研究が出來るミ思はれます．天才は
一面に於いて非常な努力家だミ思はれます．（未完）
